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職業奉仕はロータリーの根幹 

職業奉仕を語ることは、 

ロータリーを語ることになる。 

 

     



ロータリーとは 

I serve 



ロータリーの定義 

 ロータリーは人道的な奉仕を行い 

・職業において高度の道徳的水準を守ることを 

 奨励する。 

・親善と平和の確立に寄与することを目ざした、 

 実業人、専門職業人が世界的に結び合った 

 団体である。 

 

 



ロータリーの綱領 

第一 奉仕の機会として知り合いを広めること。 

第二 事業および専門職務の道徳的水準を高めること。 

    職務を通じて社会に奉仕するため、その業務を品位たら 

    しめること。 

第三 ロータリアンすべてが、その個人生活、事業生活および  

    社会生活に常に奉仕の理想を適用すること。 

第四 奉仕の理想に結ばれた、事業と専門職務に携わる人の 

    世界的親交によって、国際間の理解と親善と平和を推進 

    すること。  
ロータリー綱領より抜粋 



 「職業奉仕」抜きではロータリーはあり得ない。 

ロータリーの目的 

 

「 職 業 奉 仕 の 推 進 」 

 



四つのテスト 
創案者：ハーバート・テーラー（アメリカの普通の実業人） 
 

   ある会社の再建を依頼され、社員たちに倫理的 

   価値観の目安となる、凝縮した指針を示した。 

1932年 自問式四項目に纏めた。再建を果たす。 

1942年 当時のRI理事リチャード・ベナー氏がロータリーに 

       「四つのテスト」を取り上げるべきだと提案。 

1943年 ＲＩ理事会は、これを職業奉仕の基本的プログラムの 

                構成要素として採択した。    

ロータリアンすべての行動基準となっている。    



ロータリーの奉仕哲学標語 
（その１） 

1910年 A.F.シェルドン 

職業人の行動基準は「利己と利他との調和」 

He profits most who serves best. 

 

   最も良く奉仕する者、最も多く報いられる。 



ロータリーの奉仕哲学標語 
（その２） 

1911年 B.F. コリンズ 

     私利私欲を捨ててこそ真の奉仕。 

Service  not  self.                   

無我の奉仕 



ロータリーの奉仕哲学標語 
（その３） 

1912年 シェルドン一派 

自己滅却とまではいかないが、やはり自利より
奉仕を優先する。  

Service  above  self.        

超我の奉仕         



職業奉仕に関しての説明 
第5章 職業奉仕 

「職業奉仕に関する声明」 

「ロータリアンの職業宣言」 

職業奉仕とは： 

・職業において高度の道徳的水準を守り推進すること。 

・職業は奉仕の機会なりと心せよ。 

 と教示されている。 

手続き要覧より 



16世紀の宗教改革 

   ルター、カルヴァンなど 
   職業活動に勤勉することが、神の栄光を 
   増し、神の御心にかなう生活態度である。 
 
   職業は隣人愛として神が課したものであり、  
   人々は職業人として社会に奉仕することによ 
   って神に奉仕すべきである。 
 
   という精神を確立。   



「職業」のことを 

  ルター以後  
 

    ドイツ語 : Beruf 

    英      語 : Vocation , Calling     
 

何れも神の命令の意味を含む言葉  

    日 本 語 : 天職     



近代経済学 

 ・アダム・スミス： 国富論 

 ・カール・マルクス：資本論 

 ・マックス・ウェーバー：プロテスタンティズムの倫理と 

               資本主義の精神論 

 ・ケインズ：有効需要論 

 ・ロータリー：職業奉仕哲学 



ロータリーの職業奉仕哲学 
マックス・ウエーバーの経済理論 

 

・ルター、カルヴァンの「自らの職業は神からの 

 思し召しであり、神への奉仕である」カルヴィニズム 

・キリスト教の原罪思想 

  アダムとイヴ以来、人間の生まれながらにして 

  持っている罪。最大のものは自己中心から抜け 

  出せない存在である。 

  自分を計るモノサシと他人を計るモノサシが違う。 

                （三浦綾子さん） 



ロータリーの職業奉仕哲学 

自分が生活をしてみて、余裕ができたから、お
金や物を奉仕する、というのではない。 

 

職業という他人との最初の接点で、多くの人に
真心で仕えよう、思いやりの心で職務に精励し
よう。 

 

すべての奉仕の根源は、自らの職業にある。 

 



ロータリーは人生哲学である 

①利己的な欲求（事業の継続安定のための利益） 

②人間としての 使命・義務 

③他人のために奉仕したいという感情 

これらを調和させ、超越し、実践するもの 

超我の奉仕 



ヘンリー・フォード： 

  奉仕を主とする事業は栄え、利得を主とする 

  事業は衰える。 

ガンジー： 

  報いを求めない奉仕はひとを幸福にするだ  

  けでなく、わたしたち自身をも幸福にする。 

ドラッカー： 

  企業の目的は存続することである。 



 ロータリークラブの例会とは 

  超我の奉仕という高い境地を達成する 

   ための研鑽の場である。   

例会への出席 

ロータリーの親睦 

 ロータリーの会員増強 



大先輩・池田悦治元会員 語録 

奉仕は人を愛すること： 人間愛・隣人愛 

ロータリーの目的は「共存」である。 

ロータリーの実践は「例会の出席」 

 

雑草の生えない大地には木は育たない。 

ロータリーで大いに雑談しよう。 

人間は何をするかであり、何かになるのではない！ 



終 


